
令
和
六
年
お
盆
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
御
案
内
（
八
月
十
一
日
） 

 
平
素
よ
り
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
盆
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
、
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
を
左
記
に
よ
り
奉
修
し
、
檀
信
徒
各
家
の

御
霊
位
を
御
供
養
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。 

法
要
は
、
左
記
の
次
第
で
行
い
ま
す
。
昨
年
同
様
に
、
法
要
で
は
着
座
席
を
設
け
な
い
形
式
で
実
施

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
御
差
繰
り
御
参
詣
下
さ
い
ま
す
よ
う
謹
ん
で
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 塔
婆
施
餓
鬼
法
要 
次
第 

一
、
開
催
日 

令
和
六
年
八
月
十
一
日
（
日
曜
・
山
の
日
祝
日
） 

 

一
、
会
場 

極
楽
寺 

本
堂 

一
、
開
始
時
間 

午
前
九
時
開
始 

（
本
堂
へ
の
入
場
は
午
前
八
時
半
か
ら
と
な
り
ま
す
） 

一
、
ご
供
養
・
塔
婆
引
換
時
間
の
め
や
す 

猛
暑
の
中
で
の
法
要
で
す
。
待
機
時
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
、
分
散
供
養
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

お
申
し
込
み
の
早
い
順
番
か
ら
ご
供
養
申
し
上
げ
ま
す
。
時
間
の
目
安
は
左
の
通
り
で
す
。 

(

番
号
は
、
お
申
込
み
に
な
る
と
発
行
さ
れ
る
塔
婆
引
換
券
番
号
で
す) 

第
一
回
供
養 

一
～
一
０
０
番 

 
 

午
前
九
時
～
九
時
半 

 

第
二
回
供
養 

一
０
一
～
二
０
０
番 

午
前
九
時
半
～
十
時 

第
三
回
供
養 

二
０
０
～
三
０
０
番 

午
前
十
時
～
十
時
半 

 
 

第
四
回
供
養 

三
０
一
～
四
０
０
番 

午
前
十
半
～
十
一
時 

一
、 

ご
焼
香 

右
の
番
号
に
よ
る
分
散
ご
供
養
の
時
間
内
に
お
越
し
頂
き
、
ご
焼
香
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
(

時
間
は
目
安
で
す
の
で
、
前
後
し
て
の
ご
焼
香
・
お
受
け
取
り
も
可
能
で
す) 

一
、
お
塔
婆
・
お
供
物
引
換 

ご
焼
香
が
終
わ
っ
た
方
か
ら
、
お
塔
婆
と
お
供
物
を
お
受
け
取
り
下 

さ
い
。
お
引
換
は
、
お
申
込
の
際
に
お
渡
し
す
る
、
引
換
券
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

一
、
塔
婆
施
餓
鬼
料 

一
霊(

一
本) 

七
千
円 

(

六
尺
塔
婆
・
お
供
物) 

 
 

 

一
、
右
の
ご
供
養
時
間
に
お
越
し
頂
け
な
い
方
の
お
塔
婆
・
お
供
物
の
引
換
に
つ
い
て 

 

 
 

申
込
用
紙
の
該
当
欄
に
、
○
を
付
け
、
後
日
受
取
の
場
合
は
、
受
取
予
定
日
を
ご
記
入
下
さ
い
。 

 
 

 

申
込
方
法 

お
申
込
み
は
、
ご
持
参
・
郵
送
と
も
に
七
月
二
十
五
日(

木)

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

① 

極
楽
寺
へ
直
接
の
お
申
込
み 

 

同
封
の
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
申
込
用
紙(

緑
色)

に
ご
記
入
の
上
、
塔
婆
施
餓
鬼
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
「
お
塔
婆
お
供
物
引
換
券
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 

②
郵
送
に
よ
る
払
込
取
扱
票(

郵
便
振
込)

で
の
お
申
込
み 

 

同
封
の
郵
便
払
込
票
に
別
紙
の
記
入
方
法
を
ご
参
照
の
上
、
お
申
込
内
容
と
金
額
を
記
入
し
、
お 

近
く
の
郵
便
局
に
て
ご
送
金
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
送
金
の
確
認
が
出
来
次
第
、
お
申
込
確
認
書 

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
緑
色
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
遠
方
の
方
で
、 

お
塔
婆
の
受
取
り
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
当
方
で
御
塔
婆
を
御
家
墓
碑
に
お
立
て
し
、 

御
供
物
を
ご
送
付
い
た
し
ま
す
。(

郵
便
払
込
票
の
８
／
⒒
法
要
参
加
欄
の
欠
席
に
○
を
付
け
て
下
さ
い) 

  
 

 

浄
土
宗
法
王
山 

極
楽
寺 



令
和
六
年
お
盆
塔
婆
施
餓
鬼
法
要
実
施
に
つ
い
て 

ご
説
明 

 
塔
婆
施
餓
鬼
法
要 

実
施
方
法
概
要 

八
月
十
一
日 

(

金
・
山
の
日
祝
日
）
午
前
九
時
よ
り
（
読
経
は
十
一
時
頃
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
） 

一
、 

本
堂
に
は
、
椅
子
・
木
魚
の
設
置
は
な
く
、
広
い
畳
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

二
、 

本
堂
の
周
り
に
お
塔
婆
が
一
枚
ず
つ
、
引
換
券
番
号
順
に
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。 

三
、 

極
楽
寺
に
お
越
し
に
な
り
、
本
堂
に
入
り
、
最
初
に
焼
香
机
に
進
み
、
ご
焼
香
を
し
て
頂
き
ま
す
。 

四
、 

お
申
し
込
み
の
お
塔
婆
が
並
ん
で
い
る
所
ま
で
進
み
、
塔
婆
を
受
け
取
り
ま
す
。(

係
員
が
ご
案
内
し
ま
す) 

五
、 

お
塔
婆
は
法
要
開
始
と
同
時
に
僧
侶
に
よ
る
塔
婆
灌
頂(

お
浄
め
の
洒
水)

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

六
、 

供
物
引
換
所
（
場
所
は
本
堂
内
の
予
定
）
に
進
み
、
お
供
物
を
お
受
け
取
り
頂
き
ま
す
。 

七
、 

お
塔
婆
と
お
供
物
を
お
持
ち
に
な
り
、
本
堂
を
後
に
し
ま
す
。 

八
、 

お
墓
に
お
塔
婆
を
立
て
て
、
お
参
り
い
た
だ
き
、
終
了
と
な
り
ま
す
。 

 

塔
婆
施
餓
鬼
法
要 

ご
協
力
の
お
願
い 

一
、 

お
塔
婆
の
引
替
券
番
号
に
よ
っ
て
分
散
ご
供
養
を
行
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
事
が
無

い
よ
う
に
、
ま
た
ご
参
詣
の
皆
様
が
一
度
に
お
越
し
に
な
り
、
混
雑
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
実
施
し
て

い
る
方
法
で
す
。
な
る
べ
く
、
こ
の
時
間
内
に
お
越
し
に
な
り
、
ご
焼
香
・
お
塔
婆
お
供
物
の
お
引
取
り
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

た
だ
こ
れ
は
、「
で
き
れ
ば
」
と
い
う
お
願
い
で
、
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
時
間
外
で
も
ご
焼
香
や 

御
塔
婆
・
御
供
物
の
お
引
換
は
可
能
で
す
。 

引
替
券
番
号
に
よ
る
ご
供
養
時
間
の
目
安 

住
職
に
よ
る
該
当
番
号
の
御
供
養
の
読
経
が
こ
の
時
間
に
行
わ
れ
ま
す
。 

第
一
回
ご
供
養 

一
～
一
０
０
番 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
九
時
半 

第
二
回
ご
供
養 

一
０
一
～
二
０
０
番 

 
 

午
前
九
時
半
～
午
前
十
時 

第
三
回
ご
供
養 

二
０
一
～
三
０
０
番 

 
 

午
前
十
時
～
午
前
十
時
半 

 

第
四
回
ご
供
養 

三
０
一
～ 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
半
～ 

二
、 

当
日
の
御
塔
婆
・
御
供
物
お
引
替
え
は
午
後
六
時
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

三
、 

発
熱
や
体
調
不
良
の
方
は
、
ご
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

四
、 

マ
ス
ク
着
用
は
各
自
の
ご
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す
が
、
本
堂
内
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
ご
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。 

八
月
十
三
日
お
墓
参
り
に
つ
い
て
の
お
願
い 

一
、 

八
月
十
三
日
は
終
日
お
車
の
境
内
へ
の
進
入
を
お
断
り
致
し
ま
す
。（
例
年
通
り
事
故
危
険
回
避
の
た
め
） 

二
、 

墓
参
の
際
の
、
本
堂
ご
焼
香
は
夜
八
時
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

三
、 

花
立
て
に
ガ
ラ
ス
瓶
を
使
わ
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
厳
守
願
い
ま
す
） 

 

塔
婆
施
餓
鬼
法
要(

八
月
十
一
日)

や
お
盆
（
八
月
十
三
日
）
の
お
墓
参
り
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

ご
不
明
の
点
は
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

極
楽
寺 

０
二
五
六
（
三
六
）
五
九
０
０ 
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